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１.目的

各種軽量骨材のＧＲＣ特性に及ぼす影響を調べた。

２.試験方法

２－１.軽量骨材

実験に使用した軽量骨材を以下に示す。

軽量骨材 主原料 粒度範囲

ガラス ０．３～１．２ｍｍＧライト

真珠岩 １～５ｍｍアサノスーパーライト

シラス（火山灰） ０．０１～０．１ｍｍサンキライト

真珠岩 ０．１５～１．２ｍｍパーライト

天然鉱物 ０．０２～０．３ｍｍイースフィアーズ

２－２.配合

上記軽量骨材をセメントに対して１０，２０，３０質量％添加し、以下に示す配合で評

価を行った。

軽量骨材 水/セメント比*1 減水剤*2 ＡＲＧチョップ*3

(対セメント質量％) （質量％） (対セメント質量％) （体積％）

１０，２０，３０ ３１～７２ １．０ １．８

*1 水/セメント比は流動性を考慮して決定した。

*2 減水剤はナフタレンスルホン酸系のものを使用した。

*3 ＡＲＧチョップはカット長が１９ｍｍの ACS 19 PH-901X を使用した。
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２－３.曲げ強度測定

曲げ試験用に約２８０×７００×４５ｍｍに作製された試験板から、１６０×４０×

４０ｍｍに切断研磨し曲げ試験体とした。曲げ強度は、材令１４日で島津製作所製島

津オートグラフＡＧー５０００Ｂを用いて測定した。１２個の試験体のうち、６個に

ついては型枠面側から、残りの６個はコテ面側から載荷した。載荷は、スパン１００

ｍｍの中央載荷方式で、載荷速度１ｍｍ/分で測定した。

２－４.気乾比重測定

曲げ試験体の長さ、幅、厚み及び質量から、材令１４日の気乾比重を求めた。

２－５.熱伝導率測定

１００×５０×４０ｍｍに切断研磨した試験体を、材令１４日から１０５℃で３日間乾

燥し、デシケーター中に放置した。室温まで冷却された試験体をデシケーターから取り

出し、京都電子工業製迅速熱伝導率計ＱＴＭ－５００を用いて熱伝導率を測定した。
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３.試験結果

３－１.曲げ強度

各種軽量骨材をセメントに対して１０、２０、３０質量％添加したときのＧＲＣ曲げ

強度の結果を図１に示す。

図１よりＧライト、イースフィアーズを用いた場合には、添加量を１０～３０質量％

に変えても曲げ強度はほとんど変わらないことがわかる。これに対して、サンキライ

ト、パーライトを用いた場合には、添加量を増やすにつれて曲げ強度が低下すること

がわかる。これは下の図２からもわかるように、サンキライト、パーライトを用いた

場合には、添加量が増えるにつれて極端に水セメント比が大きくなることが一つの要

因と考えられる。アサノスーパーライトは水セメント比が小さいにも関わらず曲げ強

度が低かった。
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図１ 各種軽量骨材とＧＲＣ曲げ強度の関係
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図２ 各種軽量骨材と水セメント比の関係
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３－２.気乾比重

各種軽量骨材をセメントに対して１０、２０、３０質量％添加したときのＧＲＣ気乾

比重の結果を図３に示す。

図３より、パーライトを用いた場合に最も気乾比重が小さくなり、軽量効果が大きい

ことがわかる。ただし、パーライトとサンキライトは必要な水セメント比が他の軽量

骨材より極端に大きく、それによる軽量効果も含まれている。アサノスーパーライト

は軽量効果が小さく、セメントに対して３０質量％添加しても、パーライト１０質量

％添加したものに比べて気乾比重が高かった。
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図３ 各種軽量骨材とＧＲＣ気乾比重の関係 

１０％ ２０％ ３０％

Copyright(C) 2001 Nippon Electric Glass Co., Ltd. All rights reserved.



LW(AG) - 5/5

３－３.熱伝導率

各種軽量骨材をセメントに対して１０、２０、３０質量％添加したときのＧＲＣ熱伝

導率の結果を図４に示す。

図４より、パーライトを用いた場合に最も熱伝導率が小さくなり、この傾向は図３の

気乾比重の場合と同じである。そこで熱伝導率と気乾比重の関係について調べ、その

結果を図５に示した。

■Gﾗｲﾄ ▲ｱｻﾉｽｰﾊﾟｰﾗｲﾄ ＋ｻﾝｷﾗｲﾄ ○ﾊﾟｰﾗｲﾄ ●ｲｰｽﾌｨｱｰｽﾞ

図５より、気乾比重と熱伝導率は相関があり、比例関係にあることがわかる。すなわ

ち、気乾比重が小さいほど熱伝導率は小さくなる。ただし、イースフィアーズを用い

た場合には他の軽量骨材と異なる比例関係を示し、他の軽量骨材に比べて同じ比重で

は熱伝導率が高くなることがわかる。
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図４ 各種軽量骨材とＧＲＣ熱伝導率の関係
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図５ 気乾比重と熱伝導率の関係
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